
【分類】①健康②安全③生活④移動⑤人と付き合う⑥地域参加⑦通信⑧学校⑨働く 
 

時間 流れ 語彙・文法 

19:00 

(10:00) 

19:10 

(10:10) 

（自己紹介） 

講座初日だか簡単に、昼のクラスが常連ばかりなら割愛、 

名前・国・日本に何年・住んでいる所 

 

19:10 

(10:10) 

19:45 

(11:45) 

 

（話題の提示） 

「和食は好きですか？」「和食を知っていますか？」 

     →「和」を使った漢字 絵・文字カード 

「和食を食べる時は何を使いますか？」→お箸を出す 

「多くの日本の家庭では自分のお箸があります。日本人の皆さん、

見せてください。」→それぞれのお箸を披露する。 

「お箸は手で持ちますね、では指の名前を知っていますか？」 

      →手のイラストを使って指の名前を覚える。 

指の名前で遊ぶ(ピースは何指？etc) 

「お箸を持つ手はどちらの手ですか？」→利き手 

和食 

和菓子 

和服 和室 

平和 和解 

家庭 

利き手 

親指 

人差し指 

中指・薬指・

小指 

19:45 

(10:45) 

 

 

20:15 

(11:15) 

（資料を読む＆箸を使う練習） 

「お箸の持ち方を勉強しましょう。」→テキスト配布 

学習者が読む→読んでいる間に箸と箸置きを配る 

日本人が読むのに合わせて、箸を持ち、動かす練習をする。 

   →高橋さんの箸の練習用のお豆でも練習する。 

「お箸を箸置きから取ってください。」→箸の取り方テキスト配布 

 

 

 

箸置き 

20:15 

(11:15) 

20:30 

(11:30) 

（お豆レース）お箸の練習をしている間にレースの準備 

日本人も混じって２チームに分かれて、高橋さんの練習用お豆を使

って、皿から皿へ移す競争をする。※時間がなかったら中止。 

 

20:30 

(11:30) 

 

21:00 

(12:00) 

（実際にお赤飯をお箸で食べる） 

話をしている間に、お赤飯を食べる準備をする。日本人は 

マイお箸・マイ茶碗、学習者には割り箸と用意したお茶碗。 

「これから、お箸を使って、お赤飯を食べます。 

お赤飯を食べたことがありますか？」→お赤飯の説明 

割り箸を手に取って「このお箸の名前を知っていますか？」 

  →割り箸の割り方を話す。 

「いただきます、の前にお茶碗の持ち方は？」→お茶碗の持ち方 

「お箸と同じように、家庭では自分のお茶碗がありますよ。」 

お赤飯の感想など話して、楽しく食べましょう！ 

 

お赤飯 

 

 

 

割り箸 

 

お茶碗 

 

 担当者 伊藤素美 

テーマ お箸の持ち方 分類 生活 

実施日時 ① 2017 年 6 月 12 日 19:00～21:00 ② 2017 年 6 月 13 日 10:00～12:00 

目標 お箸を正しく持って、使えるようになる。指の名前を覚える。和食器の持ち方を学ぶ。 

使用教材 テキスト・文字カード・絵カード 

その他資料 お箸・割り箸・箸置き・茶碗・橋でつかむ練習キット・紙皿・お赤飯 


